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島牧村議会広報

第148号
平成26年かりば 月7

ヨサコイソーランを躍り終えて（保育所運動会）　－６月２１日－

■村づくりの施策推進について

■少子高齢化社会の支援について

■基幹産業支援と若い人たちの働く場、
　雇用対策について

主
な
内
容

第２回村議会定例会
　行政報告　………………
　審議した議案　…………
　一般質問　………………
第１回村議会臨時会
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定例会
　平成26年第２回村議会定例会は６月12日招集さ

れ、会期を６月13日までの２日間と決めた後、議

長の諸般報告、村長の行政報告がありました。

　その後、村政に対し議員２人が一般質問を行い、

報告２件を受け、選挙１件、推薦１件を決定し、引

き続き条例の制定など議案14件、意見案１件、閉

会中の継続調査、議員派遣を審議、いずれも原案の

とおり可決し、会期を１日残し閉会しました。

▲行政報告する藤澤村長

６
・
12 2014年

一
般
会
計
に
つ
き
ま
し
て
は
、

歳
入
決
算
額
24
億
６
９
５
１
万
５

４
２
５
円
、
歳
出
決
算
額
24
億
３

４
３
７
万
７
９
６
２
円
で
、
差
引

き
３
５
１
３
万
７
４
６
３
円
の
決

算
剰
余
金
が
生
じ
て
お
り
、
こ
の

う
ち
繰
越
明
許
費
繰
越
額
の
２
９

１
万
５
千
円
を
除
い
た
３
２
２
２

万
２
４
６
３
円
を
財
政
調
整
基
金

に
編
入
い
た
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
会
計
に
つ
き
ま

し
て
は
、
歳
入
決
算
額
１
億
７
２

６
万
９
９
８
０
円
、
歳
出
決
算
額

１
億
６
１
９
万
２
４
６
５
円
で
、

差
引
き
１
０
７
万
７
５
１
５
円
の

決
算
剰
余
金
が
生
じ
て
お
り
、
全

額
、
国
保
財
政
調
整
基
金
に
編
入

藤 澤　  克　村長

行政報告

い
た
し
ま
し
た
。

簡
易
水
道
会
計
に
つ
き
ま
し
て

は
、
歳
入
・
歳
出
と
も
同
額
の
１

億
５
９
７
９
万
１
２
０
１
円
で
の

決
算
で
あ
り
、
介
護
保
険
会
計
に

つ
き
ま
し
て
も
、
歳
入
・
歳
出
と

も
２
７
１
１
万
２
８
５
１
円
の
同

額
決
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
会
計
に
つ
い

て
は
、
歳
入
決
算
額
２
２
３
５
万

２
０
９
１
円
、
歳
出
決
算
額
２
２

３
５
万
８
９
１
円
で
、
差
引
き
１

２
０
０
円
を
翌
年
度
へ
繰
越
い
た

し
ま
し
た
。

合
併
処
理
浄
化
槽
会
計
に
つ
き

ま
し
て
は
、
歳
入
決
算
額
７
７
８

５
万
９
４
８
０
円
、
歳
出
決
算
額

８
０
２
８
万
８
９
６
５
円
で
、
差

引
不
足
額
２
４
２
万
９
４
８
５
円

に
つ
き
ま
し
て
は
翌
年
度
か
ら
繰

上
充
用
す
る
こ
と
と
し
て
、
５
月

23
日
付
け
で
専
決
処
分
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て

は
、
議
案
第
１
号
及
び
第
２
号「
専

決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
」
と
し

て
ご
提
案
い
た
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
承
認
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
25
年
度

各
会
計
出
納
閉
鎖
状
況

2

各
会
計
別
出
納
閉
鎖
状
況

会　　　　　計 歳　　入 歳　　出 差 備　　　　考

一　 般　 会　 計 2,469,515,425 2,434,377,962 35,137,463 財政調整基金編入� 32,222,463
繰越明許費繰越額� 2,915,000

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 107,269,980 106,192,465 1,077,515 財政調整基金編入� 1,077,515
簡 易 水 道 159,791,201 159,791,201 0
介 護 保 険 27,112,851 27,112,851 0
後期高齢者医療 22,352,091 22,350,891 1,200 翌年度繰越金� 1,200
合併処理浄化槽 77,859,480 80,288,965 △ 2,429,485 翌年度繰上充用金� 2,429,485

計 394,385,603 395,736,373 △ 1,350,770
合　　　　　計 2,863,901,028 2,830,114,335 33,786,693

（単位：円）

佐
藤
伴
則
氏
に
対
す
る

損
害
賠
償
請
求
の
訴
え

の
提
起
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第
１
回
村
議
会
定
例
会
に
お
い

て
、
２
月
６
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
第
５
回
弁
論
準
備
手
続
き
の
内

容
に
つ
い
て
報
告
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
続
い
て
３
月
20
日
、

第
６
回
弁
論
準
備
手
続
き
が
開
催

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

当
日
の
弁
論
の
要
旨
に
つ
き
ま

し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
当
事
者
尋
問

で
あ
る
人
証
に
関
す
る
証
拠
申
し

出
を
行
い
ま
し
た
が
、
相
手
方
の

人
証
申
請
が
未
了
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
採
否
は
見
送
ら
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
裁
判
官
か
ら
本
件
に
お

い
て
、
金
銭
貸
借
契
約
に
基
づ
き

貸
付
が
実
行
さ
れ
た
時
点
（
４
月

27
日
）
に
お
け
る
原
告
の
認
識
内

容
が
問
題
に
な
る
が
、
同
日
27
日

に
多
数
の
退
職
者
が
出
た
こ
と
を
、

ど
の
よ
う
に
評
価
す
べ
き
か
が
問

題
に
な
る
な
ど
の
見
解
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
双
方
に
対
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
双
方
の
主
張
・
反
論

を
裏
付
け
る
間
接
事
実
を
改
め
て

整
理
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

続
い
て
、
５
月
９
日
に
第
７
回

弁
論
準
備
手
続
き
が
開
催
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

当
日
の
弁
論
の
要
旨
に
つ
き
ま

し
て
は
、
双
方
が
準
備
書
面
を
陳

述
し
た
の
ち
、
裁
判
官
か
ら
双
方

に
対
し
て
主
張
の
確
認
が
な
さ
れ
、

次
回
期
日
ま
で
に
、
双
方
の
主
張

を
整
理
し
た
争
点
表
を
用
意
す
る

旨
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

準
備
手
続
き
が
既
に
７
回
を
経

た
と
こ
ろ
で
、
双
方
が
主
張
を
述

べ
、
争
点
整
理
が
な
さ
れ
る
段
階

に
至
り
、
裁
判
所
か
ら
心
証
が
述

べ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

「
本
件
は
、
非
常
に
評
価
が
難

し
い
事
案
で
あ
る
と
思
う
。
全
体

と
し
て
み
れ
ば
、
得
を
し
た
の
は

北
海
信
金
の
み
で
あ
り
、
損
を
し

た
の
は
島
牧
村
だ
け
で
あ
る
。
佐

藤
氏
に
は
特
に
損
得
は
な
い
し
、

北
海
信
金
に
得
を
さ
せ
る
た
め

に
動
く
動
機
も
な
い
と
思
わ
れ

る
。
他
方
、
北
海
信
金
へ
弁
済
さ

れ
る
目
的
で
あ
る
こ
と
を
聞
か
さ

れ
て
い
た
な
ら
ば
、
貸
付
を
行
わ

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
の
原
告
の

主
張
も
一
応
理
解
す
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
裁
判
所
と
し
て
は
、
貸

付
の
時
点
で
事
業
廃
止
の
意
図
が

あ
っ
た
か
が
最
大
の
争
点
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
」
と
の
こ
と
で

ご
ざ
い
ま
す
。

第
８
回
弁
論
準
備
手
続
き
に
つ

き
ま
し
て
は
、
６
月
13
日
に
予
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
協
議
の

内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
期
議

会
に
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

今
年
は
、
寒
さ
の
関
係
で
雪
解

け
が
大
幅
に
遅
れ
、
タ
ケ
ノ
コ
の

生
育
も
遅
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、

月
越
地
区
・
賀
老
地
区
で
計
３
件

の
行
方
不
明
事
件
が
発
生
し
て
お

り
ま
す
。

１
件
目
は
、
６
月
２
日
に
島
牧

村
管
轄
に
お
い
て
、
函
館
市
在
住

の
女
性
１
名
。
２
件
目
は
、
６
月

４
日
に
黒
松
内
町
管
轄
に
お
い
て
、

登
別
市
在
住
の
女
性
１
名
。
３
件

目
は
、
６
月
10
日
に
賀
老
地
区
に

お
い
て
、
札
幌
市
在
住
の
男
性
１

名
が
不
明
と
な
り
ま
し
た
が
、
い

ず
れ
も
捜
索
隊
員
や
道
警
ヘ
リ
の

捜
索
に
よ
り
、
無
事
発
見
救
助
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

今
の
と
こ
ろ
、
捜
索
活
動
と
天

候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
い

ず
れ
も
早
期
に
発
見
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
山
菜
採
り
に
よ
る
行
方

不
明
者
捜
索
に
つ
い
て
は
、
消
防

職
員
は
も
と
よ
り
役
場
職
員
に
も

か
な
り
の
負
担
が
発
生
い
た
し
ま

す
の
で
、
今
後
の
事
故
防
止
の
た

め
の
啓
発
活
動
な
ど
、
関
係
機
関

に
も
要
望
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

去
る
５
月
27
日
、
寿
都
生
コ
ン

株
式
会
社
様
よ
り
、
例
年
寄
附
を

頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
運
動
会
の

運
営
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
５
万

円
の
指
定
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
こ

と
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
寄
附
に
つ
き
ま
し

て
は
、
小
学
校
運
動
会
、
中
学
校

の
体
育
大
会
運
営
費
と
し
て
、
今

回
提
案
の
一
般
会
計
補
正
予
算
に

計
上
い
た
し
て
お
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
寄
附

で
累
計
１
４
０
万
円
と
な
り
ま
す

こ
と
を
併
せ
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

山
菜
採
り
行
方
不
明
者

の
発
生
状
況

寄
附
採
納

▲小学校運動会　　－６月８日－

▼�

後
志
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
組
合

議
会
議
員
の
選
挙

瀬
戸
川
豊
議
員
を
選
出
。

▼�

農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦

中
田
仁
史
議
員
を
推
薦
。

▼�

専
決
処
分
の
承
認（
26
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
））

歳
入財

政
調
整
基
金
２
４
３
万
円
追

加
。

歳
出合

併
処
理
浄
化
槽
事
業
特
別
会

計
繰
出
金
２
４
３
万
円
追
加
。

歳
入
・
歳
出
と
も
に
２
４
３
万

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
26
億

６
４
７
４
万
９
千
円
と
す
る
。

◎
全
員
賛
成
で
承
認

選

挙

推

薦

専
決
処
分

審議

議案

した
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▼�

専
決
処
分
の
承
認
（
26
年
度
合

併
処
理
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）
）

歳
入一

般
会
計
繰
入
金
２
４
３
万
円

追
加
。

歳
出前

年
度
繰
上
充
用
金
２
４
３
万

円
追
加
。

歳
入
・
歳
出
と
も
に
２
４
３
万

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
８
１

４
３
万
円
と
す
る
。

◎
全
員
賛
成
で
承
認

▼�

空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定

空
き
家
等
の
管
理
に
関
し
、
所

有
者
等
の
責
務
を
定
め
、
住
民
の

安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
と
地
域
の

良
好
な
景
観
の
保
全
を
確
保
す
る

こ
と
を
目
的
に
制
定
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼�

産
業
振
興
基
金
条
例
の
一
部
改

正基
金
の
原
資
額
が
、
減
少
し
た

場
合
に
資
金
と
原
資
額
を
一
致
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
た
め
及
び
基
金

の
一
部
処
分
を
可
能
に
す
る
た
め

の
条
文
の
改
正
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼�

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正合
併
処
理
浄
化
槽
使
用
料
の
改

定
に
伴
う
条
文
の
改
正
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼�

水
洗
便
所
改
造
等
工
事
資
金
補

助
条
例
の
一
部
改
正

水
洗
便
所
改
造
等
工
事
資
金
補

助
率
の
改
定
に
伴
う
条
文
の
改
正
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼�

26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

歳
入

が
ん
ば
る
地
域
交
付
金
１
８
８

万
９
千
円
追
加
、
財
政
調
整
基
金

繰
入
金
４
７
８
万
２
千
円
追
加
、

辺
地
債
（
さ
け
・
ま
す
ふ
化
場
新

築
事
業
）
９
３
０
万
円
追
加
ほ
か
。

歳
出空

き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
伴
う
経
費
２
６

５
万
８
千
円
追
加
、
さ
け
・
ま
す

ふ
化
場
新
築
工
事
９
２
８
万
８
千

円
追
加
、
合
併
処
理
浄
化
槽
事
業

特
別
会
計
繰
出
金
３
０
４
万
円
追

加
ほ
か
。

歳
入
・
歳
出
と
も
に
１
５
８
４

万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
26

億
８
０
５
８
万
９
千
円
と
す
る
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼�

26
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

歳
入一

般
会
計
繰
入
金
15
万
４
千
円

追
加
。

歳
出シ

ス
テ
ム
改
修
負
担
金
15
万
４

千
円
追
加
。

歳
入
・
歳
出
と
も
に
15
万
４
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
９
６

７
５
万
４
千
円
と
す
る
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼�

26
年
度
合
併
処
理
浄
化
槽
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

歳
入合

併
処
理
浄
化
槽
使
用
料
１
４

７
万
円
減
額
、
一
般
会
計
繰
入
金

３
０
４
万
円
追
加
。

歳
出水

洗
便
所
改
良
等
工
事
資
金
補

助
１
５
７
万
円
追
加
。

歳
入
・
歳
出
と
も
に
１
５
７
万

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
８
３

０
０
万
円
と
す
る
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
25
年
度
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
の
報
告

本
目
団
地
屋
根
葺
替
工
事
、
事

業
費
５
８
２
万
９
千
円
を
翌
年
度

に
繰
越
し
て
実
施
す
る
も
の
。

▼
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
状
況
の
報

告島
牧
村
を
応
援
し
よ
う
と
寄
せ

ら
れ
た
25
年
度
中
の
寄
附
は
５
件

で
総
額
18
万
６
千
円
、
事
業
へ
の

充
当
は
な
く
、
25
年
度
末
の
基
金

残
高
は
２
５
５
万
３
千
円
。

▼�
物
品
購
入
契
約
の
締
結

中
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入

契
約
金
額

　
２
０
０
３
万
４
３
６
円

契
約
の
相
手
方

　
㈲
高
島
自
動
車
工
業

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼�

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総

合
整
備
計
画
の
変
更

消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
整
備

及
び
歌
島
地
区
簡
易
水
道
施
設
整

備
に
あ
た
り
、
本
計
画
を
変
更
す

る
こ
と
に
つ
い
て
道
と
の
協
議
が

終
了
し
た
も
の
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼�

過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計

画
の
変
更

林
道
賀
老
線
整
備
計
画
の
変
更

等
に
あ
た
り
、
本
計
画
を
変
更
す

る
こ
と
に
つ
い
て
道
と
の
協
議
が

終
了
し
た
も
の
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼�

北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災

害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更

上
川
中
部
消
防
組
合
及
び
伊

達
・
壮
瞥
学
校
給
食
組
合
の
脱
退
、

道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
の
加
入
に

伴
い
、
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い

て
協
議
を
求
め
ら
れ
た
も
の
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼�

北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合

規
約
の
変
更

条
例
制
定
・
改
正

補
正
予
算

報

告

そ

の

他

▲廃屋となった空き家
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一 般 質 問

上
川
中
部
消
防
組
合
及
び
伊

達
・
壮
瞥
学
校
給
食
組
合
の
脱
退
、

道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
の
加
入
等

に
伴
い
、
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て
協
議
を
求
め
ら
れ
た
も
の
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼�

閉
会
中
の
継
続
調
査

議
会
運
営
委
員
会
の
所
管
事
務

調
査
に
つ
い
て
、
閉
会
中
の
継
続

調
査
と
す
る
も
の
。

▼�

議
員
派
遣

北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
主
催

の
議
員
研
修
会
ほ
か
参
加
。

　

村
づ
く
り
の
施
策
推
進
に
つ
い
て

問
　

村
長
は
、
第
１
回
定
例
会
に
お
け
る
村
政
執
行
方
針
の
中
で
、
島
牧
村
総
合
計
画
後
期
推
進
計
画
に
つ
い
て
対
応
す
べ
き

課
題
を
あ
げ
た
の
で
す
が
、
セ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
対
策
と
そ
れ
ら
を
推
し
進
め
る
組
織
、
特
に
青
壮
年
に
よ
る
村
づ
く
り
、

あ
る
い
は
村
お
こ
し
の
一
翼
を
担
う
団
体
創
設
を
主
導
し
て
み
て
は
い
か
が
か
と
思
い
ま
す
が
、
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

藤
澤
村
長

少
子
高
齢
化
等
過
疎
化
の
進
行

を
止
め
、
地
域
経
済
を
低
迷
か
ら

脱
却
す
る
た
め
に
は
、
若
者
の
活

力
と
知
恵
を
地
域
振
興
に
役
立
て

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
と

考
え
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

村
内
に
は
、
青
壮
年
期
に
あ
る
若

者
は
２
５
０
人
ほ
ど
お
り
、
Ｕ

タ
ー
ン
後
家
業
に
従
事
し
て
い
る

方
や
、
特
技
を
活
か
し
て
家
具
製

作
な
ど
を
行
っ
て
い
る
方
、
ま
た
、

各
産
業
団
体
の
青
年
部
、
女
性
部

に
在
籍
し
、
就
労
し
な
が
ら
部
会

活
動
を
行
っ
て
い
る
方
々
な
ど
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

村
内
に
は
か
つ
て
、
い
わ
ゆ
る

地
域
青
年
会
が
２
組
織
。
ま
た
、

地
域
婦
人
会
に
あ
っ
て
は
、
地
区

ご
と
に
８
団
体
が
組
織
さ
れ
、
村

づ
く
り
や
地
域
奉
仕
活
動
な
ど
に

関
与
し
盛
ん
に
活
動
し
て
い
た
と

こ
ろ
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
在

質問質問
一般一般

　第２回村議会定例会での一般質問の内容と理事者側の

回答をご紹介します。

　今回の質問者は２名で、その全文を掲載しました。

瀬 戸 川　　豊　議員

瀬戸川　豊  議員
・ 村づくりの施策推進について

後 藤　  諭  議員
・少子高齢化社会の支援について

・ 基幹産業支援と若い人たちの働く場、
雇用対策について

▲第２回村議会定例会　審議の模様
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一 般 質 問
に
あ
っ
て
は
少
子
高
齢
化
と
と
も

に
会
員
が
減
少
し
、
地
区
婦
人
会

に
組
織
を
残
す
の
み
と
な
り
、
村

づ
く
り
の
基
礎
的
組
織
が
縮
小
し

て
い
る
状
況
に
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
私
は

地
元
の
若
者
有
志
が
一
堂
に
会
し
、

村
づ
く
り
の
一
翼
に
な
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
望
む
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
し
、
こ
れ
ら
青
年
、
壮
年
層

が
横
断
的
に
連
携
す
る
場
が
あ
り

ま
す
と
、
い
わ
ゆ
る
村
お
こ
し
団

体
、
組
織
に
育
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
も
考
え
る
と
こ
ろ
で
は

ご
ざ
い
ま
す
。

現
状
に
あ
っ
て
は
、
か
つ
て
青

年
会
等
率
い
て
い
た
団
塊
の
世
代

が
一
線
を
退
い
た
後
、
後
継
者
の

育
成
が
停
滞
し
て
い
た
こ
と
や
、

地
域
経
済
の
低
迷
に
よ
り
、
家
業

に
専
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
な

ど
、
様
々
な
要
因
の
下
、
組
織
づ

く
り
、
運
営
に
は
い
ろ
い
ろ
な
隘

路
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
は
想
定

さ
れ
ま
す
が
、
後
期
推
進
計
画
に

登
載
い
た
し
ま
し
た
ハ
ー
ド
、
ソ

フ
ト
事
業
そ
れ
ぞ
れ
を
実
行
に
移

し
、
村
づ
く
り
を
進
め
る
に
当
た

り
よ
り
多
く
の
方
々
の
協
力
を
得

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、

組
織
立
て
に
つ
い
て
は
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

瀬
戸
川
議
員

今
、
村
長
の
ほ
う
か
ら
答
弁
等

あ
り
ま
し
た
。
総
合
計
画
の
前
期

計
画
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
と
き

に
、
私
な
り
に
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま

し
た
。
そ
れ
は
前
回
の
一
般
質
問

等
で
も
申
し
述
べ
た
と
こ
ろ
で
は

あ
り
ま
す
け
れ
ど
、
や
は
り
そ
の

中
で
、
全
般
的
に
言
っ
た
ら
、
村

づ
く
り
を
す
る
上
に
お
い
て
の

ト
ー
タ
ル
的
な
部
分
に
お
い
て
、

そ
う
い
う
目
で
見
た
と
き
に
、
村

づ
く
り
を
す
る
上
に
お
い
て
何
が

必
要
か
と
い
う
こ
と
を
見
ま
す
と
、

い
ろ
ん
な
パ
ー
ト
パ
ー
ト
の
部
門

は
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
組
織
ご

と
に
あ
る
の
だ
け
れ
ど
、
そ
れ
を

活
か
す
の
は
や
は
り
地
域
の
若
い

方
々
、
或
い
は
円
熟
し
た
40
代
か

ら
50
代
前
半
く
ら
い
の
青
壮
年
の

力
と
い
う
も
の
が
、
や
は
り
村
全

体
を
活
気
付
か
せ
る
要
因
と
な
る

わ
け
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
今
お
話
あ
っ
た
よ
う
に
、

例
え
ば
漁
業
協
同
組
合
で
あ
れ
ば

青
年
部
が
あ
っ
て
、
消
防
で
あ
れ

ば
婦
人
消
防
が
あ
っ
た
り
、
そ
れ

か
ら
商
工
会
に
お
い
て
も
商
工
会

青
年
部
等
が
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
れ
が
単
独
で
活
動
す
る
の

は
、
こ
れ
は
こ
れ
で
構
わ
な
い
の

で
す
け
れ
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織

の
中
か
ら
予
算
が
出
さ
れ
て
お
る

こ
と
で
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
、
そ

う
い
う
縦
割
り
で
は
な
く
し
て
、

オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
、
特
に

異
業
種
間
の
若
い
方
々
、
青
壮
年

の
方
々
が
集
っ
て
、
そ
し
て
村
が

推
し
進
め
る
産
業
や
ら
、
そ
う
い

う
村
お
こ
し
、
ま
た
は
町
お
こ
し

と
い
う
も
の
を
推
し
進
め
て
も
ら

う
と
い
う
こ
と
が
私
は
大
事
だ
と

思
う
の
で
す
。
そ
れ
が
島
牧
村
の

総
合
計
画
後
期
に
向
け
て
の
有
様

と
い
う
も
の
、
更
に
、
大
き
く
肉

付
け
し
て
く
れ
る
力
に
な
る
と
私

は
思
う
の
で
す
。
そ
う
い
う
想
い

が
あ
る
も
の
で
す
か
ら
、
今
回
の

こ
う
い
う
質
問
を
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
る
わ
け
な
の
で
す
ね
。

疲
弊
し
、
停
滞
感
が
漂
う
こ
の

村
を
な
ん
と
か
し
な
き
ゃ
な
ら
ん

と
い
う
こ
と
で
、
村
側
か
ら
そ
う

い
う
若
い
方
々
に
対
し
て
、
こ
う

い
う
形
で
ど
う
だ
と
、
や
っ
て
み

て
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
私

あ
っ
て
い
い
と
思
う
の
で
す
。

総
合
計
画
の
中
で
は
、
確
か
に

色
々
な
形
で
提
言
を
し
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
提
言
で

留
ま
っ
て
い
ま
す
。
改
善
し
ま
す
。

協
力
し
ま
す
。
努
力
し
ま
す
。
推

進
し
ま
す
。
と
い
う
言
葉
で
言
っ

て
お
り
ま
す
け
れ
ど
、
そ
れ
が
実

際
に
行
動
と
し
て
現
れ
て
き
て
い

る
も
の
が
あ
る
の
か
と
な
る
と
、

部
分
部
分
に
お
い
て
は
確
か
に
あ

り
ま
す
。
た
だ
、
教
育
委
員
会
が

所
管
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る

と
か
と
い
う
も
の
は
、
ま
た
多
々

あ
り
ま
す
け
れ
ど
、
そ
れ
が
部
分

部
分
で
は
な
く
て
、
ト
ー
タ
ル
で

総
合
的
な
形
で
ど
う
村
の
活
性
化

に
繋
げ
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と

が
大
事
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
先
般
私
、
村
の
ほ

う
に
対
し
て
何
か
資
料
が
な
い

の
か
と
い
う
こ
と
で
、
資
料
を

ち
ょ
っ
と
求
め
ま
し
た
。
そ
の
中

に
ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
の
た
め

に
と
い
う
、
こ
う
い
う
政
策
取
組

事
例
集
と
い
う
の
が
政
府
広
報
の

中
で
出
て
き
て
お
る
の
で
す
ね
。

そ
れ
を
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
私
も
勉
強
不
足
で
知
ら
な

か
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
、
非
常
に

沢
山
の
各
省
庁
に
わ
た
っ
て
、
地

域
お
こ
し
、
村
お
こ
し
、
町
お
こ

し
に
対
す
る
施
策
が
載
っ
て
お
り

ま
す
。
し
か
も
そ
の
中
に
は
、
予

算
化
さ
れ
て
総
体
で
こ
れ
く
ら
い

の
予
算
が
と
い
う
金
額
ま
で
も
出

て
お
り
ま
し
て
、
そ
う
い
う
事
例

集
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
事
例
集
を
見
て
い
き
ま
す

と
、
ひ
と
つ
参
考
ま
で
に
農
林
水

産
省
が
挙
げ
て
い
る
も
の
で
、
こ

れ
は
今
私
が
質
問
す
る
内
容
と

ち
ょ
っ
と
合
致
す
る
部
分
も
あ
る

の
か
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
、
農
林

水
産
省
で
は
６
次
産
業
化
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
活
動
交
付
金
と
い
う
も
の

を
設
け
て
い
ま
し
て
、
こ
れ
は
農

林
水
産
省
が
強
力
に
推
し
進
め
て

い
る
も
の
な
の
で
す
け
れ
ど
、
先

ほ
ど
私
が
言
っ
た
異
業
種
間
、
要

す
る
に
農
林
水
産
業
、
商
工
会
、

観
光
業
者
、
運
輸
業
者
、
は
た
ま▲平成15年度　山海味覚まつり
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一 般 質 問
た
学
校
だ
と
か
、
病
院
、
Ｊ
Ａ
等

が
参
画
し
て
や
る
。
そ
れ
こ
そ
地

域
ぐ
る
み
で
や
る
、
そ
う
い
う
こ

と
が
こ
の
中
に
出
て
い
る
の
で
す

ね
。一

例
で
す
け
れ
ど
、
そ
う
い
う

も
の
を
も
っ
と
村
側
が
、
企
画
で

あ
れ
ば
企
画
の
ほ
う
で
、
そ
れ
を

検
討
し
立
案
し
て
村
側
が
そ
れ
を

各
商
工
会
青
年
部
で
あ
る
と
か
、

漁
協
青
年
部
で
あ
る
と
か
、
消
防

婦
人
部
で
あ
る
と
か
い
う
形
の
中

に
声
を
か
け
て
や
っ
て
も
、
私
は

い
い
の
で
は
な
い
か
と
、
そ
う
い

う
中
で
初
め
て
活
気
の
あ
る
村
づ

く
り
と
い
う
も
の
が
、
活
力
あ
る

村
づ
く
り
と
い
う
も
の
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
、
そ
れ
が
最
終

的
に
は
ト
ー
タ
ル
と
し
て
島
牧
村

の
総
合
計
画
の
一
翼
を
担
う
形
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で

す
け
れ
ど
、
そ
の
点
に
つ
い
て
、

考
え
お
伺
い
し
ま
す
。

藤
澤
村
長

一
部
、
非
常
に
具
体
的
な
事
例

等
も
述
べ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

質
問
と
い
う
よ
り
も
ご
提
案
の
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
で
ち
ょ
っ
と
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

要
は
言
わ
ん
と
し
て
い
る
こ
と
、

縦
割
り
、
単
独
組
織
的
な
も
の
で

は
な
く
、
異
業
種
間
等
の
い
わ
ゆ

る
横
割
の
横
断
的
な
地
域
の
若
い

人
方
の
組
織
と
い
う
も
の
が
、
物

事
を
村
の
活
性
化
に
向
け
て
の
実

行
力
、
行
動
に
繋
が
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
と
、
そ
れ
の
い
わ
ゆ

る
種
を
ま
く
、
実
を
育
て
る
、
そ

の
辺
の
部
分
と
い
う
も
の
は
、
や

は
り
村
主
導
で
も
う
少
し
や
っ
て

は
ど
う
か
と
い
う
提
案
で
は
な
い

か
と
、
お
聞
き
い
た
し
て
お
り
ま

し
た
。

基
本
的
に
は
、
私
も
そ
の
ご
提

案
内
容
の
考
え
に
は
同
意
す
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

過
去
に
お
き
ま
し
て
、
商
工
会

さ
ん
が
事
務
局
を
行
い
な
が
ら
、

ま
た
、
国
・
道
の
資
金
手
当
て
を

受
け
な
が
ら
で
す
ね
、
制
度
の
中

で
異
業
種
間
の
若
い
者
た
ち
を
一

堂
に
集
め
て
、
い
わ
ゆ
る
一
つ
の

村
づ
く
り
の
構
想
を
立
て
、
そ
れ

を
村
等
に
対
し
提
案
、
提
示
す
る

と
同
時
に
、
提
議
す
る
と
同
時
に

自
ら
も
そ
の
中
の
イ
ベ
ン
ト
を
実

際
に
実
行
し
て
い
っ
た
と
い
う
経

緯
が
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
グ
ル
メ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
正
に
そ
の
事

業
で
あ
っ
た
か
と
記
憶
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
当
時
は
私
も
そ
の
構

成
員
の
一
人
と
し
て
、
大
変
素
晴

ら
し
い
有
様
だ
な
と
強
く
印
象
に

残
っ
て
い
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
う
い
う
形
が
い
い
か
ど
う
か

は
別
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
国
の

制
度
等
に
そ
れ
が
直
接
載
る
か
ど

う
か
、
そ
の
辺
は
ま
た
別
問
題
と

い
た
し
ま
し
て
も
、
何
ら
か
の
形

で
そ
う
い
う
ま
ず
意
識
づ
く
り
を

広
げ
て
い
く
、
例
え
ば
教
育
と

い
う
立
場
か
ら
た
だ
捉
え
る
の

か
、
地
域
づ
く
り
、
村
お
こ
し
と

い
う
立
場
か
ら
捉
え
る
か
、
そ
れ

は
、
た
ま
た
ま
所
管
は
様
々
あ
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
い

ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
そ
う

い
う
意
識
づ
く
り
を
育
ん
で
い
く
、

そ
う
い
う
よ
う
な
ま
ず
は
段
階
か

ら
や
っ
て
い
く
か
、
ま
た
は
あ
る

程
度
行
動
を
起
こ
し
て
い
こ
う
や

と
い
う
こ
と
で
組
織
化
す
る
の
が

良
い
の
か
、
ち
ょ
っ
と
分
か
り
ま

せ
ん
け
れ
ど
、
い
ず
れ
に
い
た
し

ま
し
て
も
、
村
活
性
化
に
向
け
て

の
そ
う
い
う
青
壮
年
層
を
対
象
と

し
た
組
織
づ
く
り
と
言
い
ま
す
か
、

そ
う
い
う
方
向
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

瀬
戸
川
議
員

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
是
非
、
村

長
以
下
、
村
側
が
主
導
し
て
、
そ

し
て
本
当
に
活
気
の
あ
る
村
を

作
っ
て
い
く
の
だ
と
い
う
、
そ
う

い
う
意
気
込
み
で
是
非
や
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
社
会
の
支
援
に
つ
い
て

問
　

子
育
て
支
援
、
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
形
で
取
組
ん
で
い
く

の
か
伺
い
ま
す
。

藤
澤
村
長

ま
ず
、
少
子
化
と
言
わ
れ
て
い

る
な
か
、
本
村
の
出
生
数
は
平
成

20
年
度
か
ら
５
年
間
で
45
人
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
安
心
し
て

子
供
を
産
み
育
て
ら
れ
る
よ
う
妊

婦
、
乳
児
健
康
診
査
の
公
費
負
担

の
実
施
や
乳
幼
児
健
診
、
歯
科
健

診
の
実
施
、
ヒ
ブ
小
児
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
予
防
接
種
費
用
の
無
料
化

な
ど
、
負
担
の
軽
減
を
村
独
自
の

施
策
で
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も

ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
は
新
規
事
業
と
し

て
、
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の

先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
予
防
の

た
め
、
20
歳
か
ら
49
歳
ま
で
の
男

後　 藤　 　諭　議員
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女
を
対
象
に
、
風
し
ん
抗
体
検
査

や
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
一
部
を

助
成
す
る
支
援
策
を
講
じ
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
保
健
師
に
よ
る
乳

幼
児
期
か
ら
の
相
談
支
援
を
行
い
、

産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

次
に
高
齢
者
支
援
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
村
の
高
齢
化
率
は
３
月
末

現
在
で
41
．
28
％
で
あ
り
、
５

年
前
と
比
較
い
た
し
ま
し
て
２
．

97
％
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
け
る
よ
う
、
介
護
予
防
に
関
す

る
相
談
生
活
支
援
な
ど
の
利
用
し

や
す
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
移
送

サ
ー
ビ
ス
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
高

齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防

接
種
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成
、

緊
急
通
報
装
置
設
置
な
ど
の
施
策

を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
27

年
度
、
来
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
す

第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
制

度
改
正
に
よ
り
、
ご
承
知
の
と
お

り
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
新
規

入
所
者
を
要
介
護
３
以
上
に
限
定

さ
れ
る
こ
と
や
、
予
防
給
付
は
６

期
計
画
中
に
、
市
町
村
が
取
組
む

地
域
支
援
事
業
に
段
階
的
に
移
行

さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
そ
の
取
組

み
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

更
に
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
、
施
設

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
ど
の
よ
う
な
方

向
性
で
充
実
さ
せ
て
い
く
か
、
関

係
機
関
と
連
携
し
て
取
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
単
身
高
齢
者
世
帯
が
増

加
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
村
内
各

関
係
機
関
と
の
連
携
協
力
を
得
な

が
ら
、
地
域
全
体
で
の
見
守
り
体

制
の
整
備
な
ど
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
賜
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

後
藤
議
員

た
だ
今
全
体
的
な
説
明
で
し
た

け
れ
ど
、
私
は
子
育
て
に
対
し
て
、

よ
そ
の
町
村
か
ら
も
島
牧
は
良
い

地
域
だ
し
、
良
い
制
度
も
あ
る
と

い
う
こ
と
で
、
島
牧
独
自
の
子
育

て
支
援
の
政
策
等
を
執
っ
て
、
今

い
る
人
の
み
な
ら
ず
、
他
町
村
か

ら
も
、
言
う
な
れ
ば
道
外
か
ら
で

も
島
牧
に
来
て
子
育
て
を
し
た
い

と
い
う
、
環
境
づ
く
り
の
Ｐ
Ｒ
を

是
非
取
組
ん
で
ほ
し
い
。

道
内
外
問
わ
ず
、
島
牧
も
結
構

空
き
家
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
を

改
築
し
て
是
非
そ
う
い
う
人
方
に

短
期
間
で
も
い
い
で
す
か
ら
、
ど

う
ぞ
島
牧
に
来
て
子
育
て
を
し
て

下
さ
い
と
。
ゆ
く
ゆ
く
は
定
住
で

き
れ
ば
い
い
し
、
ど
こ
の
町
村
も

同
じ
よ
う
な
こ
と
で
な
く
て
、
島

牧
だ
か
ら
で
き
る
思
い
切
っ
た
、

そ
れ
は
お
金
も
か
か
る
で
し
ょ
う

け
れ
ど
、
よ
そ
に
な
い
思
い
切
っ

た
政
策
で
取
組
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
、
一
人
で
も
二
人
で
も
来

て
良
い
と
こ
ろ
だ
よ
と
な
っ
た

ら
、
こ
れ
も
Ｐ
Ｒ
に
な
る
だ
ろ
う

し
、
今
い
る
人
も
小
児
科
も
な
く

て
、
八
雲
に
行
く
と
か
小
樽
に
行

く
と
か
と
い
う
大
変
な
部
分
も
あ

り
ま
す
け
れ
ど
。

今
、
高
齢
者
の
質
問
し
て
い
ま

す
け
れ
ど
、
や
は
り
お
年
を
召
し

た
方
の
経
験
上
い
ろ
ん
な
病
気
な

り
、
手
当
て
な
り
、
若
い
人
に
は

分
か
ら
な
い
よ
う
な
応
急
の
方
法

も
い
ろ
ん
な
知
識
を
持
っ
て
い
ま

す
の
で
、
こ
う
い
う
お
年
寄
り
方

と
交
流
で
き
る
よ
う
な
、
そ
し
て

そ
の
お
年
寄
り
方
の
持
っ
て
い
る

食
文
化
と
言
い
ま
す
か
、
島
牧
独

自
の
食
事
な
り
を
そ
の
若
い
人
方

に
、
年
寄
り
の
人
方
と
一
緒
に

な
っ
て
集
う
場
所
を
作
っ
て
、
そ

れ
が
ゆ
く
ゆ
く
就
労
の
場
に
な
れ

ば
、
働
く
人
も
何
年
か
そ
こ
で
勤

め
ら
れ
る
よ
う
な
、
そ
う
い
う
村

づ
く
り
、
子
育
て
支
援
、
高
齢
者

の
人
方
の
知
恵
を
借
り
な
が
ら
独

自
な
政
策
を
執
り
進
め
て
ほ
し
い
。

と
い
う
こ
と
が
一
つ
の
要
望
で
ご

ざ
い
ま
す
。

そ
う
い
う
思
い
切
っ
た
政
策
を

皆
で
考
え
て
い
っ
た
ら
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
辺
の
考
え
方
を

一
つ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

藤
澤
村
長

様
々
な
個
々
の
対
応
策
と
い
う

よ
り
か
は
、
そ
れ
ら
を
総
合
的
に

見
直
し
、
大
い
に
外
部
へ
の
Ｐ
Ｒ
、

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
導
入
を
一
つ

図
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
、
ま
た
、

そ
れ
に
係
る
い
わ
ゆ
る
環
境
整
備

と
言
い
ま
す
か
、
住
む
と
こ
ろ
を

始
め
様
々
な
対
策
等
を
通
じ
て
、

い
わ
ゆ
る
定
住
化
を
図
っ
て
い
く
、

俗
に
言
う
Ｉ
タ
ー
ン
政
策
的
な
も

の
等
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
か

な
り
多
重
的
な
考
え
方
で
地
域
の

今
後
の
あ
り
方
と
い
う
も
の
を
考

え
て
い
っ
た
ら
い
い
の
で
は
な
い

か
と
、
い
わ
ゆ
る
少
子
高
齢
化
支

援
と
い
う
よ
り
か
は
、
地
域
活
性

化
に
向
け
て
の
部
分
と
か
な
り
重

な
っ
て
く
る
部
分
が
多
い
の
か
と

お
聞
き
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
。

先
ほ
ど
の
問
題
で
も
申
し
上
げ

ま
し
た
が
、
い
わ
ゆ
る
様
々
な
そ

う
い
う
対
策
的
な
も
の
を
、
こ
れ

か
ら
積
極
的
に
後
期
計
画
の
中
で

打
っ
て
行
き
な
が
ら
で
す
ね
、
場

合
に
よ
っ
て
は
、
計
画
に
な
く
て

も
新
た
な
事
業
等
と
し
て
で
も

打
っ
て
行
き
な
が
ら
進
め
て
い
く

と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

直
ぐ
に
、
ど
こ
ま
で
ど
う
実
施

で
き
る
か
は
ち
ょ
っ
と
明
言
で
き

ま
せ
ん
け
れ
ど
、
い
ず
れ
に
い
た

し
ま
し
て
も
、
た
だ
今
い
た
だ
き

ま
し
た
ご
意
見
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
の
村
の
地
域
振
興
の
中
で
、

十
分
に
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
な

が
ら
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
賜
り

ま
す
。

後
藤
議
員

前
向
き
に
検
討
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
け
れ
ど
、
是
非
、
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
に
な
ら
な
い
ま
で
も
、
他

町
村
な
り
道
外
か
ら
で
も
、
短
期

間
で
も
、
子
育
て
、
ま
た
、
お
年

寄
り
方
と
一
緒
に
交
わ
る
よ
う
な
、

本
当
に
島
牧
は
子
育
て
に
良
い
地

域
だ
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
政
策
を

思
い
切
っ
て
執
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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藤
澤
村
長

社
会
経
済
は
ご
存
じ
の
と
お
り

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
り
好
況
を
博

し
て
い
る
か
の
よ
う
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
本
村
に
あ
っ
て
は
地
域

経
済
が
疲
弊
、
人
口
流
出
を
招
き
、

人
口
の
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
加

速
す
る
危
機
的
状
況
で
ご
ざ
い
ま

す
。
ご
質
問
の
と
お
り
、
最
近
に

あ
っ
て
は
㈱
ソ
ー
イ
ン
グ
島
牧
の

倒
産
に
よ
り
40
数
名
の
職
が
失
わ

れ
、
雇
用
の
場
の
創
出
は
喫
緊
の

課
題
と
も
な
っ
て
ご
ざ
い
ま
す
。

私
も
第
１
回
定
例
会
で
申
し
述

べ
た
と
こ
ろ
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

そ
の
た
め
に
も
ま
ず
は
地
域
経
済

の
根
幹
を
成
す
農
業
、
水
産
業
、

商
工
業
等
へ
の
支
援
を
積
極
的
に

推
進
し
、
こ
れ
ら
地
場
産
業
基
盤

の
強
化
を
行
い
観
光
等
の
振
興
に

繋
げ
、
地
域
基
幹
産
業
を
確
固
た

る
も
の
に
し
、
雇
用
機
会
の
増
大

を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
基
幹
産
業
へ
の
支
援
と

は
異
な
り
ま
す
が
、
福
祉
施
設
事

業
等
か
ら
波
及
す
る
経
済
効
果
を

福
祉
産
業
と
捉
え
、
新
た
な
雇
用

の
場
の
創
設
と
、
地
域
経
済
の
活

性
化
を
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

後
藤
議
員

人
口
が
年
々
減
っ
て
い
く
と
い

う
こ
と
は
、
や
は
り
働
く
場
所
、

す
な
わ
ち
若
い
人
方
が
就
労
の
場

が
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
若
い
人

と
い
う
の
は
子
供
も
産
ま
れ
る
し
、

私
か
ら
言
う
ま
で
も
な
く
、
人
口

が
一
人
二
人
増
え
て
い
く
し
、
そ

う
い
う
と
こ
ろ
で
や
は
り
働
く
場

所
を
き
ち
っ
と
村
も
考
え
て
。

村
長
考
え
て
い
る
か
ど
う
か
分

か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
函
館
に
新

幹
線
が
も
う
１
年
ち
ょ
っ
と
く
ら

い
で
来
ま
す
よ
ね
、
長
万
部
も
部

分
区
間
を
是
非
と
い
う
こ
と
で
、

日
高
方
面
は
随
分
運
動
し
て
い
ま

す
。
そ
う
い
う
村
全
体
の
中
で
観

光
客
誘
致
、
も
う
目
の
前
に
来
て

い
て
、
旅
館
と
か
、
商
工
会
等
を

通
し
て
、
村
が
主
導
で
そ
の
対
応

策
を
、
今
ま
で
ど
う
し
て
や
ら
な

か
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
で
も

遅
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

ゆ
く
ゆ
く
は
、
外
資
産
業
で
も

い
い
か
ら
島
牧
に
来
て
も
ら
っ
て
、

賀
老
の
滝
開
発
。
ま
た
、
そ
の
辺

の
民
宿
と
タ
イ
ア
ッ
ッ
プ
し
て
、

島
牧
の
夕
日
を
見
る
会
で
も
い
い

し
、
そ
う
い
う
是
非
い
ろ
ん
な
方

向
で
人
が
携
わ
れ
る
、
そ
こ
で
雇

用
が
生
ま
れ
る
政
策
を
是
非
打
っ

て
ほ
し
い
の
で
す
よ
ね
。

そ
れ
で
な
け
れ
ば
漁
業
、
農
業

限
ら
れ
た
人
数
の
中
で
や
っ
て
い

て
、
そ
れ
以
上
漁
師
も
増
え
る
わ

け
で
も
な
い
し
、
ま
た
、
農
業
の

人
も
増
え
て
い
く
わ
け
で
も
な
い

し
、
ゆ
く
ゆ
く
は
一
人
欠
け
、
二

問
　ソーイング破綻後、村の新たな雇用

の場もなく、年々人口も減っていく中

で、基幹産業支援と雇用の場の確保に

ついて、今後どのような形で取組んで

いくのか伺います。

基幹産業支援と若
い人たちの働く場、
雇用対策について

後　 藤　 　 諭　議 員

人
欠
け
、
段
々
減
っ
て
い
く
先
細

り
の
中
で
、
村
は
漁
師
も
農
業
も

観
光
も
全
部
一
遍
に
や
る
と
い
う

の
は
大
変
で
す
か
ら
、
今
身
近
な
、

で
き
る
ほ
う
か
ら
皆
で
相
談
し
な

が
ら
、
そ
う
い
う
方
向
性
を
是
非

村
主
導
で
や
っ
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
の
が
自
分
の
考
え
で
質
問
い

た
し
ま
し
た
。

働
く
場
所
が
な
け
れ
ば
人
が
住

む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
や

は
り
一
人
で
も
二
人
で
も
働
け
る
、

そ
う
い
う
施
設
を
、
観
光
で
も
い

い
し
、
漁
業
で
も
い
い
し
、
農
業

で
も
い
い
し
、
い
ろ
ん
な
部
分
の

中
で
、
よ
そ
の
人
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
是
非
取
入
れ
て
ほ
し
い
と
、

こ
う
思
い
ま
す
。
そ
の
辺
の
考
え

方
を
ひ
と
つ
。

藤
澤
村
長

基
本
的
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま

し
た
、
い
わ
ゆ
る
雇
用
の
場
が
な

け
れ
ば
、
稼
ぐ
こ
と
が
で
き
な
け

れ
ば
、
そ
こ
の
地
域
で
暮
ら
す
と

い
う
こ
と
が
、
非
常
に
困
難
で
あ

る
と
い
う
大
原
則
で
あ
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
。

▲ブリの水揚げの様子（厚瀬漁港）　　ー６月24日－

9 議会広報　かりば　148号



一 般 質 問

い
か
に
新
た
な
雇
用
の
場
を
創

設
す
る
か
と
い
う
の
は
、
非
常
に

地
方
の
小
規
模
自
治
体
に
と
っ
て

は
難
し
い
課
題
で
あ
る
と
認
識
は

し
て
お
り
ま
す
。

具
体
的
な
話
と
い
た
し
ま
し
て
、

い
わ
ゆ
る
平
成
27
年
度
末
、
昨
日

発
表
に
な
り
ま
し
た
新
函
館
北
斗

駅
新
幹
線
の
開
業
、
そ
れ
ら
の
こ

と
に
向
け
て
の
少
し
捉
え
方
が
緩

慢
で
は
な
い
の
か
と
い
う
ご
指
摘

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
後
志
自
体

が
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
、
全
体

と
し
て
の
遅
さ
も
多
々
あ
る
の
か

と
反
省
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本

村
と
し
て
も
、
長
万
部
と
本
村
と

は
非
常
に
近
い
関
係
に
あ
る
中
で
、

そ
れ
ら
の
渡
島
、
胆
振
、
日
高
等
々

の
動
き
に
負
け
な
い
よ
う
な
動
き

を
、
や
は
り
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
は
ご
ざ
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、

雇
用
の
場
を
速
や
か
に
一
人
で
も

二
人
で
も
で
き
る
よ
う
な
場
面
を
、

そ
う
い
う
場
所
を
創
設
し
て
い
く

よ
う
に
と
い
う
ご
質
問
で
ご
ざ
い

ま
し
た
が
、
な
か
な
か
そ
の
辺
の
今

す
ぐ
何
を
ど
う
創
れ
る
か
と
い
う

こ
と
は
、
具
体
的
な
答
弁
は
ち
ょ
っ

と
難
し
い
と
こ
ろ
で
は
ご
ざ
い
ま

す
け
れ
ど
、
私
自
身
も
そ
の
よ
う

な
方
向
性
で
当
た
っ
て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

後
藤
議
員

こ
れ
に
関
連
し
て
、
空
き
家
、

後
で
出
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
、

空
き
家
を
村
に
提
供
し
て
も
ら
っ

て
、
そ
れ
を
そ
の
村
の
所
有
で
、

長
期
滞
在
で
も
い
い
で
す
し
、
何

日
間
で
も
い
い
し
、
良
い
期
間
、

冬
ま
で
と
も
言
わ
な
い
け
れ
ど
、

夏
場
の
夕
日
の
良
い
時
期
に
島
牧

に
滞
在
し
て
も
ら
っ
て
、
そ
れ
を

提
供
し
て
、
そ
し
て
そ
の
人
方
に

島
牧
の
良
さ
を
宣
伝
し
て
も
ら
う

と
か
、
そ
う
い
う
一
つ
の
方
法
。

私
も
友
達
が
よ
く
来
ま
す
け
れ

ど
、
夕
日
を
見
な
が
ら
浜
で
ぼ

け
っ
と
、
何
も
考
え
な
く
て
良
い

場
所
だ
よ
な
と
、
我
々
は
毎
日
住

ん
で
い
る
か
ら
、
そ
ん
な
良
さ
が

あ
ま
り
実
感
で
き
な
い
で
す
け
れ

ど
、
都
会
か
ら
来
る
と
や
は
り
そ

う
い
う
自
然
に
恵
ま
れ
た
夕
日
な

り
、
心
が
洗
わ
れ
る
よ
う
な
癒
し

の
場
所
と
い
う
の
は
本
当
に
良
い

場
所
だ
と
。

空
き
家
、
江
ノ
島
に
も
何
件
か

あ
り
ま
す
。
こ
の
辺
を
村
に
提
供

し
て
も
ら
っ
て
、
村
が
管
理
し
て

島
牧
に
来
て
も
ら
っ
て
、
そ
こ
を

管
理
す
る
人
方
が
若
い
人
方
で
管

理
し
て
も
ら
っ
た
り
、
い
ろ
ん
な

工
夫
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

是
非
そ
う
い
う
前
向
き
な
方
法

で
、
身
近
な
部
分
か
ら
手
を
つ
け

て
い
っ
た
ら
い
い
の
で
は
な
い
か

と
私
な
り
に
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

是
非
そ
う
い
う
方
向
性
で
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▲夏至翌日の夕焼け（厚瀬トンネル）　　－６月22日－

藤澤　克　村長

行 政
報 告

臨
時
会

　平成26年第１回村議会臨時会は、５月15日
招集され、村長の行政報告のあと、「村税条
例等の一部改正」など、議案４件を審議、原
案どおり可決し、同日閉会しました。

５
・
15

2014年

1
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▲機雷状の不審物（永豊漁港西側）　　ー４月19日－

永
豊
漁
港
西
側
の
海
岸
に
、
機

雷
状
の
形
態
を
持
つ
不
審
物
が
見

つ
か
っ
た
件
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
。こ

の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、

う
し
お
通
信
及
び
マ
ス
コ
ミ
報
道

等
で
既
に
ご
承
知
の
こ
と
と
は
存

じ
ま
す
が
、
事
件
の
発
端
は
、
４

月
19
日
午
前
９
時
頃
、
全
村
ク

リ
ー
ン
ナ
ッ
プ
運
動
実
施
中
に
お

い
て
、
地
区
住
民
の
方
々
が
永
豊

漁
港
横
の
海
岸
清
掃
中
に
、
機
雷

状
の
形
態
を
持
つ
不
審
物
を
発
見

し
た
た
め
、
寿
都
警
察
署
に
通
報

し
た
と
こ
ろ
、
寿
都
警
察
署
で
は
、

そ
の
不
審
物
の
調
査
と
処
理
を
自

衛
隊
に
依
頼
す
る
と
と
も
に
、
安

全
対
策
と
し
て
、
高
田
旅
館
か
ら

新
井
田
宅
ま
で
の
国
道
を
通
行
止

め
と
し
、
村
道
を
迂
回
す
る
交
通

規
制
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。村

の
対
応
に
つ
き
ま
し
て
は
、

寿
都
警
察
署
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、

万
が
一
の
事
態
に
備
え
、
地
区
住

民
の
安
全
を
第
一
に
、
一
般
災
害

に
準
じ
午
前
10
時
に
村
対
策
本
部

を
設
置
し
、
関
係
職
員
を
招
集
す

る
と
と
も
に
、
午
前
11
時
に
、
床

丹
地
区
三
味
静
子
さ
ん
宅
か
ら
、

泊
地
区
新
井
田
セ
ツ
子
さ
ん
宅
ま

で
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
住
民
に

対
し
、
避
難
指
示
を
発
令
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

避
難
指
示
に
伴
い
ま
す
地
区
住

民
の
移
動
は
、
村
バ
ス
及
び
保
育

所
バ
ス
を
運
行
し
、
午
前
11
時
30

分
床
丹
地
区
を
出
発
い
た
し
ま
し

た
が
、
自
家
用
車
等
を
利
用
さ
れ

る
方
も
お
り
、
避
難
者
数
は
、
最

終
的
に
32
世
帯
、
62
人
を
記
録
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
避
難
施
設
と
し
て
は
役

場
庁
舎
を
指
定
。
そ
の
後
、
高
齢

者
の
体
調
等
を
考
慮
し
、
総
合
福

祉
医
療
セ
ン
タ
ー
内
に
変
更
い
た

し
ま
し
た
。

機
雷
状
の
形
態
を
持
つ
不
審
物

の
処
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
小
樽

海
上
保
安
部
及
び
海
上
自
衛
隊
余

市
防
備
隊
に
よ
る
調
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
爆
発
の
危
険
性
に
つ

い
て
判
断
で
き
ず
、
最
終
的
に
は

海
上
自
衛
隊
函
館
基
地
隊
調
査
班

が
午
後
５
時
17
分
、
現
地
到
着
し
、

調
査
の
結
果
「
鉄
製
の
球
形
状
の

物
体
で
、
爆
発
の
可
能
性
は
極
め

て
低
い
」
と
の
判
断
が
下
さ
れ
、

こ
の
不
審
物
に
つ
き
ま
し
て
は
海

上
自
衛
隊
車
両
に
よ
り
現
場
か
ら

搬
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。私

は
、
自
衛
隊
に
よ
る
一
連
の

処
理
作
業
を
見
届
け
、
午
後
６
時

30
分
に
避
難
指
示
を
解
除
し
、
避

難
さ
れ
て
い
た
住
民
の
方
々
に
帰

宅
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
午

前
11
時
か
ら
午
後
６
時
半
ま
で
の

７
時
間
半
も
の
長
時
間
に
及
ぶ
避

難
は
、
高
齢
者
の
皆
様
に
と
っ
て

は
、
大
変
な
ご
負
担
で
あ
り
お
疲

れ
に
な
っ
た
も
の
と
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

一
連
の
作
業
は
、
事
故
も
な
く

終
了
し
、
先
日
関
係
機
関
を
回
り

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
て
ま
い
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
爆
発

物
判
定
の
専
門
家
が
最
初
か
ら
現

地
に
赴
く
な
ど
、
も
っ
と
迅
速
な

処
理
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
か
、

私
自
身
と
し
て
は
非
常
に
遺
憾
に

思
う
部
分
も
あ
り
ま
し
た
こ
と
か

ら
、
関
係
機
関
に
対
し
感
謝
の
気

持
ち
と
同
時
に
、
今
回
の
よ
う
な

未
確
認
危
険
物
等
に
対
し
て
は
、

迅
速
な
処
理
対
応
が
執
ら
れ
る
よ

う
、
強
く
要
請
し
て
ま
い
り
ま
し

た
こ
と
、
申
し
添
え
報
告
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
１
回
村
議
会
定
例
会
に
お
き

ま
し
て
、
岩
内
・
寿
都
地
方
消
防

組
合
岩
内
消
防
署
に
対
す
る
救
急

車
両
の
貸
出
し
に
つ
い
て
は
、
３

月
末
を
も
っ
て
返
却
を
求
め
る
旨

報
告
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

交
通
事
故
の
た
め
修
理
中
で
あ
っ

た
岩
内
消
防
署
の
救
急
車
が
、
３

月
20
日
に
戻
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

本
村
か
ら
の
求
め
に
応
じ
貸
出
し

車
両
は
３
月
31
日
に
返
却
を
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
村
救
急
車
両
の
出
動
状
況
で

あ
り
ま
す
が
、
貸
出
し
期
間
中
１

月
か
ら
３
月
ま
で
の
３
カ
月
の
全

出
動
回
数
２
２
９
回
の
う
ち
、
本

村
救
急
車
両
は
15
回
、
幸
い
に
も

３
車
両
の
同
時
出
動
は
発
生
し
な

か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

救
急
車
両
の
貸
出
し
に
つ
き
ま

し
て
は
、
消
防
組
合
構
成
町
村
の

相
互
支
援
の
一
環
と
し
て
、
貸
出

し
を
決
断
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
も
緊
急
時
な
ど
に
は
、
相
互

支
援
の
立
場
で
可
能
な
限
り
協
力

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

併
せ
て
、
岩
内
協
会
病
院
に
お

け
る
医
師
確
保
の
状
況
に
つ
い
て

海
岸
漂
着
物
の
処
理
等

に
つ
い
て

救
急
車
両
の
貸
出
し
、
岩
内

協
会
病
院
に
お
け
る
救
急
患

者
受
入
れ
の
一
部
再
開
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で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
退
職
い
た
し

ま
し
た
院
長
の
後
任
に
つ
き
ま
し

て
は
、
４
月
８
日
新
院
長
が
着
任

し
、
５
月
ま
で
に
は
常
勤
医
師
５

名
体
制
に
す
る
と
の
こ
と
で
あ
り

ま
し
た
が
、
今
な
お
確
保
さ
れ
て

い
な
い
状
況
に
あ
り
、
社
会
福
祉

法
人
北
海
道
社
会
事
業
協
会
に
更

な
る
医
師
の
増
員
や
出
張
医
に
よ

る
支
援
を
求
め
て
い
く
と
の
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
急
患
対
応
に
つ
き
ま
し

て
は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
の
受
入
れ
と
し
て
４
月
14
日

か
ら
一
部
再
開
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
夜
間
を
含
め
た
24
時
間
の
急

患
対
応
に
つ
い
て
は
、
早
期
再
開

に
向
け
努
力
す
る
と
の
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

私
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
岩
内

協
会
病
院
は
、
本
村
か
ら
の
救
急

患
者
を
集
中
的
に
受
入
れ
て
い
た

だ
い
て
い
た
医
療
機
関
で
も
あ
り
、

一
日
で
も
早
く
救
急
患
者
の
全
面

受
入
れ
が
再
開
さ
れ
る
よ
う
岩
宇

地
区
自
治
体
と
と
も
に
要
請
活
動

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
こ
と
を
申

し
添
え
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

４
月
１
日
付
を
も
っ
て
、
村
職

員
の
定
期
人
事
異
動
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
後
、

異
動
職
員
等
か
ら
長
期
病
気
休
暇

等
の
申
請
が
あ
り
、
人
事
異
動
時

に
発
生
す
る
一
時
的
な
事
務
停
滞

と
も
重
な
り
、
福
祉
課
に
お
け
る

日
常
業
務
に
深
刻
な
支
障
が
起
き

か
ね
な
い
事
態
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
最
小
限
の
職
員
人
事
異
動
を

５
月
９
日
付
け
に
よ
り
行
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
態
と
な
っ
た
要

因
に
つ
き
ま
し
て
は
、
福
祉
事
務

に
関
す
る
法
改
正
等
に
よ
り
業
務

の
繁
雑
化
、
福
祉
業
務
用
シ
ス
テ

ム
の
多
種
・
多
様
化
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
依
存
社
会
に
お
い
て
行
政
事

務
事
業
が
担
う
事
務
量
・
業
務
量

の
必
然
的
増
加
状
況
等
の
現
状
に

対
し
、
総
体
的
な
人
員
配
置
の
不

足
、
福
祉
業
務
用
シ
ス
テ
ム
操
作

担
当
者
の
習
熟
度
の
問
題
な
ど
に

よ
る
人
事
の
硬
直
化
が
潜
在
し
て

い
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

４
月
の
人
事
異
動
の
結
果
と
し

て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
が
判
明
し

５
月
に
再
度
人
事
異
動
を
発
令
い

た
し
ま
し
た
こ
と
は
、
任
命
権
者

で
あ
り
ま
す
私
の
不
徳
の
致
す
所

で
あ
り
、
深
く
反
省
す
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

福
祉
行
政
事
務
事
業
の
停
滞
は
、

村
民
皆
様
の
生
活
に
直
結
す
る
極

め
て
深
刻
な
事
態
を
招
く
こ
と
と

な
り
か
ね
な
い
状
況
か
ら
、
急
遽
、

異
例
で
は
あ
り
ま
す
が
人
事
異
動

を
行
い
ま
し
た
こ
と
、
ご
理
解
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
報

告
と
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
先
に
も
述
べ
ま
し
た
と

お
り
、
総
体
的
な
人
員
配
置
の
不

足
を
解
消
す
る
た
め
、
年
度
途
中

で
は
あ
り
ま
す
が
、
職
員
採
用
を

行
い
対
応
し
て
ま
い
る
所
存
で
お

り
ま
す
こ
と
申
し
添
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

去
る
３
月
31
日
、
寿
都
生
コ
ン

株
式
会
社
様
か
ら
地
域
振
興
に
役

立
て
て
ほ
し
い
と
10
万
円
の
指
定

寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

寄
附
の
意
志
に
添
う
よ
う
、
地

域
振
興
基
金
に
積
立
て
い
た
し
ま

し
て
、
今
後
の
地
域
振
興
の
た
め

に
有
効
活
用
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。

な
お
、
寄
附
金
に
つ
き
ま
し
て

は
、
３
月
31
日
付
け
で
専
決
処
分

を
し
て
本
臨
時
会
に
提
出
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
審
議
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

村
職
員
の
人
事
異
動
に

つ
い
て

指
定
寄
附

▼
村
税
条
例
等
の
一
部
改
正

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
よ

り
本
条
例
の
一
部
を
改
正
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
よ

り
本
条
例
の
一
部
を
改
正
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
専
決
処
分
の
承
認（
25
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
13
号
）
）

歳
入特

別
交
付
税
２
５
４
３
万
３
千

円
追
加
、
ソ
ー
イ
ン
グ
島
牧
運
転

資
金
滞
納
繰
越
８
７
０
万
５
千
円

減
額
、
歯
科
診
療
収
入
２
０
０
万

円
減
額
ほ
か
。

歳
出財

政
調
整
基
金
積
立
金
３
７
７

４
万
９
千
円
追
加
、
歯
科
診
療
委

託
２
０
０
万
円
減
額
、
村
道
等
除

排
雪
委
託
９
６
５
万
円
減
額
、
公

債
費
利
子
４
１
５
万
６
千
円
減
額

ほ
か
。

歳
入
・
歳
出
と
も
に
１
７
９
０

万
１
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
24
億
６
４
９
４
万
円
と
す
る
。

◎
全
員
賛
成
で
承
認

▼
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

歳
入財

政
調
整
基
金
繰
入
金
52
万
６

千
円
追
加
、
庁
舎
建
設
基
金
繰
入

金
４
６
９
万
３
千
円
追
加
ほ
か
。

歳
出役

場
庁
舎
浄
化
槽
排
水
設
備
工

事
３
６
５
万
７
千
円
追
加
、
同
工

事
監
理
委
託
料
１
０
３
万
６
千
円

追
加
ほ
か
。

歳
入
・
歳
出
と
も
に
５
３
１
万

９
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

26
億
６
２
３
１
万
９
千
円
と
す
る
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

審議

議案

した

条
例
改
正

専
決
処
分

補
正
予
算
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気軽に
議会を傍聴してみませんか。

◇定例会は、年４回開かれます。
　　（３月・６月・９月・12月）

◇臨時会は、必要に応じて開かれます。

お問い合せは、議会事務局まで
� （☎75−6274）

住民の思い、議会の意思を意見書として

意 見 書 を 提 出
　次の意見書を第２回村議会定例会（６月12日）で可決し、
関係機関へ提出しました。

　　ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求める意見書

　わが国においてウイルス性肝炎、特にＢ型・Ｃ型肝炎の患者が合計350万人以上とされるほど蔓延している

のは、国の責めに帰すべき事由によるものであるということは、肝炎対策基本法や「特定フィブリノゲン製剤

及び特定血液凝固第Ⅸ因子製剤によるＣ型肝炎感染被害者を救済するための給付金の支給に関する特別措置

法」、「特定Ｂ型肝炎ウイルス感染者給付金等の支給に関する特別措置法」でも確認されているところであり、

国の法的責任は明確になっています。

　ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成は、現在、肝炎治療特別促進事業として実施されていますが、対象

となる医療が、Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルスの減少を目的とした抗ウイルス療法であるインターフェロン治療とＢ

型肝炎の核酸アナログ製剤治療に限定されているため、医療費助成の対象から外れている患者が相当数にのぼ

ります。特に、肝硬変・肝がん患者は高額の医療費を負担せざるを得ないだけでなく、就労不能の方も多く、

生活に困難を来しています。

　また、現在は肝硬変を中心とする肝疾患も身体障害者福祉法上の障害認定（障害者手帳）の対象とされている

ものの、医学上の認定基準がきわめて厳しいため、亡くなる直前でなければ認定されないといった実態が報告

されるなど、現在の制度は、肝炎患者に対する生活支援の実効性を発揮していないとの指摘がなされていると

ころであります。

　他方、特定Ｂ型肝炎ウイルス感染者給付金等の支給に関する特別措置法の制定時（平成23年12月）には、「と

りわけ肝硬変及び肝がんの患者に対する医療費助成を含む支援の在り方について検討を進めること」との附帯

決議がなされました。しかし、国においては、肝硬変・肝がん患者に対する医療費助成を含む生活支援につい

て、何ら新たな具体的措置を講じていません。肝硬変・肝がん患者は、毎日120人以上の方が亡くなっており、

医療費助成を含む生活支援の実現は、一刻の猶予もない課題であります。

　よって、本議会は、下記事項を実現するよう強く要望します。

記

　１．ウイルス性肝硬変・肝がんに係る医療費助成制度を創設すること。

　２．�身体障害者福祉法上の肝機能障害による身体障害者手帳の認定基準を緩和し、患者の実態に応じた認定

制度にすること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。

▲職場体験で議会を傍聴する中学生　　－６月12日－
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■
議
会
広
報
「
か
り
ば
1
４

８
号
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

本
号
で
は
、
第
２
回
定
例

会
の
審
議
内
容
、
一
般
質
問

を
中
心
に
編
集
し
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
、
村
の
方
針
や
議
会

活
動
に
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 集

後編
記

議 会 日 誌
平成26年４月から６月

［４月］
　　７日　小学校入学式（長尾議長ほか）
　　８日　中学校入学式（後藤副議長ほか）
　１１日　倶知安余市道路新規事業化決定挨拶（札幌市ほか　長尾議長）
　　　　　例月出納検査
　２１日　後志町村等監査委員協議会総会（小樽市　瀬戸川議員）

［５月］
　　８日　後志総合開発期成会定期総会（倶知安町　長尾議長）
　１２日　例月出納検査
　１３日　南部後志町村議会正副議長会総会（寿都町　長尾議長、後藤副議長）
　１５日　第１回村議会臨時会、地域経済活性化対策に関する調査特別委員会、
　　　　　全員協議会、議会議員会総会
　２１日　北海道新幹線後志協働会議（倶知安町　長尾議長）
　２２日　後志総合開発期成会後志要望運動（小樽市ほか　長尾議長）
　　　　　北海道新幹線建設促進後志・小樽期成会総会（小樽市　長尾議長）
　　　　　北海道横断自動車道黒松内・小樽間建設促進期成会総会（小樽市　長尾議長）
　２４日　道州制問題を考える緊急集会（札幌市　後藤副議長）
　２６日　後志総合開発期成会道内要望運動（札幌市　長尾議長）
   ２７日　町村議会議長会議長・副議長研修会（東京都　長尾議長、後藤副議長）
　２８日　町村議会議長会議長・副議長研修会（東京都　長尾議長、後藤副議長）
　２９日　後志総合開発期成会中央要望運動（東京都　長尾議長）

［６月］
　　２日　議会運営委員会
　　５日　後志町村議会議長会臨時総会（札幌市　長尾議長）
　　　　　北海道町村議会議長会定期総会ほか（札幌市　長尾議長）
　　８日　小学校運動会（佐藤議員ほか）
　１２日　第２回村議会定例会
　１４日　村田のりとし南後志地区観桜会（寿都町　長尾議長ほか）　
　１６日　例月出納検査　　  
　２５日　岩内・寿都地方消防組合議会（岩内町　髙島議員）
　２７日　国道229号余市・岩内・島牧間整備促進期成会総会、
　　　　　要望会（余市町ほか　後藤副議長）

▼今年はきれいに咲いた
　役場庁舎前の桜　　－５月８日－
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